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衆議院議員 かめい善太郎
活動ニュース

国政活動レポート

2008年３月号
（第11号）

平素は、かめい善太郎に温かいご指導、ご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。
かめい善太郎の国政活動レポートを送付致します。関係の皆さまに、ご回付いただきますよう、お願い申し上げます。

政策コラム ： 日々の活動の中でかめい善太郎が考えたこと、思うこと

あたりまえのことをあたりまえに／通常国会の審議を通じて

●平成20年度予算案を衆議院通過、年度内に予算成立へ／１ヶ月の政治の動きを振り返る
両院議長の斡旋を受けて始まった予算審議、ご存じのとおり、2月29日深夜から未明にかけての衆議院本会議
で与党の賛成多数で可決しました。民主党をはじめとする野党は審議が尽くされていないと主張しましたが、
予算案の審議時間は80時間を超え、昨年の66.5時間を大幅に上回ります。じっさい、野党の質問内容も最終週
になれば、ほとんど同じ内容となり、質問としての出尽くし感もでてきたところでした。経済がきわめて厳しい状況
にあるだけに、政治が引き金となって混乱を招くような事態になることは決して許されません。

●納税者が納得できる修正が必要／道路財源の修正協議
道路財源に関する修正協議は参議院での審議に持ち越され
ました。衆議院予算員会での審議を通じて、国交省の説明は
納得がいくものではなく、「皆さんからお預かりした大事な税金
を、納税者が納得できる使い方ができているのか？」、「本当に
必要な道路の整備に使われているのか？」を明らかにすること
はできませんでした。また、道路建設の是非を判断する前提と
なる需要予測の数値が実績と乖離してしまっており、今後、
こうした判断材料をきちんと見直すことや判断基準の明確化
などが必要になると考えています。
となれば、そもそも「10年間」というのはあまりに長すぎますし、「59兆円」も見直しが必要です。一方で、特定財
源の一部を一般財源化するにしても、クルマを使っている直接の納税者の立場から考えれば、環境や交通事
故対策など、クルマにより近いところで活用されるべきとの意見を見逃すことはできません。
いずれにしても、政局に惑わされることなく、すべての納税者が納得できるよう、納税者の視点で修正協議に臨
んでいきたいと思います。

●" 年金制度を抜本的に考える会" として「提言」を発表、３月初めには福田総理に報告
2月26日には" 年金制度を抜本的に考える会" の「提言」を発表しました。本レポートでも、たびたび報告してきま
したが、事務局として16回にわたる専門家を招いた勉強会を運営し、自ら筆をとって「提言」をまとめました。
（なお、「提言」はホームページにも掲載してありますが、事務所にお問い合わせいただいても結構です。）
この会の活動が、新聞各紙や経済団体の提言など、国民的議論のひとつのきっかけとなりました。
また、本会は同日をもって、従来の党内の私的勉強会から、正式に議員連盟として発足し、100名近くの議員の
参加を得ることができました。今後は、議員連盟" 年金制度を抜本的に考える会" の事務局長として、真に公平
で、老後を安心して迎えることができる年金制度の構築を目指して、がんばっていきたいと思います。

より詳しい報告は「かめい善太郎ホームページ」まで。ご覧いただくには、検索エンジンで「かめい善太郎」と検索ください。
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各地で国政報告会やミニ集会（小規模のミーティング）を実施中！！

厚木市、伊勢原市の賀詞交換会に続いて、2月には相模原市南部地域の
賀詞交換会を開催しました。ご協力いただいた皆さまに御礼申し上げます。
また16区全域の各地において国政報告会やミニ集会を実施しています。
国政報告会やミニ集会においては、僕からの活動報告ばかりでなく、
皆さまからのご質問やご意見に耳を傾けることで、地域それぞれの課題を
理解することもできます。
平日の夜、土日など、ご参加される皆さんのご都合に合わせて、開催させ
ていただきますので、事務所まで、奮って、お声がけください。

活動日記から ： かめい善太郎の日々の活動をお知らせします

石原伸晃代議士らとともに都市農業研究会を再発足
（2月21日）

相模原市藤野町（旧津久井郡）
にて（2月17日）


